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(57)【要約】
対話型ＩＤシステムは、キャンパスの人のモバイル・デ
バイスへのコンテンツの動的配送を可能にする。このシ
ステムは、近距離無線通信（ＮＦＣ）タグのタグＩＤお
よびＮＦＣタグと通信するＮＦＣリーダーのリーダーＩ
Ｄを受信するために結合された対話型ＩＤサーバを含み
、ＮＦＣタグおよびＮＦＣリーダーのうちの１つは、モ
バイル・デバイス上にあり、タグＩＤまたはリーダーＩ
Ｄのいずれかは、人に関連する。対話型ＩＤサーバは、
モバイル・デバイスに供給されるコンテンツを判定し、
通信する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近距離無線通信（ＮＦＣ）タグのタグ・アイデンティティ（ＩＤ）および前記ＮＦＣタ
グと通信するＮＦＣリーダーのリーダーＩＤを受信するためにネットワークに結合された
インターフェースであって、前記タグＩＤまたは前記リーダーＩＤは、キャンパスの許可
された人に関連付けられ、前記ＮＦＣタグおよび前記ＮＦＣリーダーのうちの１つは、前
記許可された人のモバイル・デバイス上にある、インターフェースと、
　前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤを受信するために前記インターフェースに結合さ
れた、前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤに基づいて前記許可された人の前記モバイル
・デバイスに供給されるコンテンツを判定するように、および前記コンテンツを前記モバ
イル・デバイスに通信するように動作可能なプロセッサと
　を含む対話型ＩＤサーバ。
【請求項２】
　前記インターフェースは、
　前記キャンパスのローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）に結合されたネットワー
ク・インターフェースと、
　追加ネットワークに結合された外部インターフェースであって、前記追加ネットワーク
は、前記モバイル・デバイスと通信する無線アクセス・ネットワークを含む、外部インタ
ーフェースと
　を含み、前記プロセッサは、前記外部インターフェースを介して前記モバイル・デバイ
スに前記コンテンツを通信するように動作可能である、請求項１に記載の対話型ＩＤサー
バ。
【請求項３】
　前記ネットワーク・インターフェースは、前記ＬＡＮを介して前記キャンパスのレガシ
ＩＤサーバに結合され、前記ＬＡＮを介して前記ＮＦＣリーダーおよび前記ＮＦＣタグの
うちの１つにさらに結合される、請求項２に記載の対話型ＩＤサーバ。
【請求項４】
　前記ネットワーク・インターフェースは、
　前記ＮＦＣリーダーから前記レガシＩＤサーバに送信された前記タグＩＤおよびリーダ
ーＩＤをインターセプトし、前記タグＩＤおよびリーダーＩＤを前記レガシＩＤサーバに
中継し、
　前記ＬＡＮからスニッフィングされたデータ・パケットを介して前記ＮＦＣリーダーか
ら前記レガシＩＤサーバに送信された前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤを受信し、
　前記ＮＦＣリーダーから前記対話型ＩＤサーバに送信された前記タグＩＤおよび前記リ
ーダーＩＤを受信し、
　前記レガシＩＤサーバから前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤを受信するように動作
可能であり、前記レガシＩＤサーバは、前記ＮＦＣリーダーからの前記タグＩＤおよび前
記リーダーＩＤの受信時に前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤを前記対話型ＩＤサーバ
に送信する、請求項３に記載の対話型ＩＤサーバ。
【請求項５】
　前記外部インターフェースは、前記モバイル・デバイス上の前記ＮＦＣリーダーから前
記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤを受信するように動作可能である、請求項３に記載の
対話型ＩＤサーバ。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤから前記コンテンツのパラメ
ータを判定し、前記パラメータを満足するために必要なデータを識別するようにさらに動
作可能であり、
　前記ネットワーク・インターフェースは、前記コンテンツに関する前記データの少なく
とも一部を前記レガシＩＤサーバから取り出すように動作可能である、請求項３に記載の
対話型ＩＤサーバ。
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【請求項７】
　前記コンテンツは、電話呼、ショート・メッセージ・システム（ＳＭＳ）メッセージ、
またはデータ・プッシュ通知メッセージのうちの少なくとも１つを介して前記モバイル・
デバイスに通信される、請求項１に記載の対話型ＩＤサーバ。
【請求項８】
　対話型アイデンティティ（ＩＤ）サービスを提供するモバイル・デバイスであって、
　キャンパスのローカル・エリア・ネットワークに結合された対話型ＩＤサーバにタグＩ
ＤおよびリーダーＩＤを供給するために第２近距離無線通信（ＮＦＣ）デバイスと通信す
る第１近距離無線通信（ＮＦＣ）デバイスであって、前記第１ＮＦＣデバイスおよび前記
第２ＮＦＣデバイスのうちの一方は、前記タグＩＤを有するＮＦＣタグであり、前記第１
ＮＦＣデバイスおよび前記第２ＮＦＣデバイスのうちの他方は、前記リーダーＩＤを有す
るＮＦＣリーダーである、第１近距離無線通信（ＮＦＣ）デバイスと、
　前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤに基づいて前記対話型ＩＤサーバからコンテンツ
を受信するために無線アクセス・ネットワークに結合されたトランシーバと、
　前記コンテンツを処理し、前記モバイル・デバイスのユーザに前記コンテンツを供給す
るために前記トランシーバに結合されたプロセッサとを含む、モバイル・デバイス。
【請求項９】
　前記第１ＮＦＣデバイスは、前記ＮＦＣリーダーであり、前記第２ＮＦＣデバイスは、
前記ＮＦＣタグであり、
　前記第１ＮＦＣデバイスは、前記ＮＦＣタグから前記タグＩＤを受信するように動作可
能であり、
　前記プロセッサは、前記ＮＦＣリーダーの前記リーダーＩＤおよび前記ＮＦＣタグの前
記タグＩＤを前記トランシーバおよび前記無線アクセス・ネットワークを介して前記対話
型ＩＤサーバに送信するように動作可能である、請求項８に記載のモバイル・デバイス。
【請求項１０】
　キャンパスのモバイル・デバイスにコンテンツを動的に配送する方法であって、
　前記キャンパスの対話型ＩＤサーバで近距離無線通信（ＮＦＣ）タグのタグ・アイデン
ティティ（ＩＤ）および前記ＮＦＣタグと通信するＮＦＣリーダーのリーダーＩＤを受信
するステップであって、前記ＮＦＣタグおよび前記ＮＦＣリーダーのうちの１つは、前記
モバイル・デバイス上にある、ステップと、
　前記タグＩＤおよび前記リーダーＩＤに基づいて前記モバイル・デバイスに供給される
コンテンツを判定するステップと、
　無線アクセス・ネットワークを介して前記モバイル・デバイスに前記コンテンツを通信
するステップとを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全般的には通信システムに関し、具体的には近距離無線通信デバイスを有す
るキャンパス・ネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
　大学キャンパスの学生は、通常、学生アイデンティティ（ＩＤ）カードを使用して、寮
、教室、学生センタ、および他のキャンパス施設へのアクセスを得る。これらのプラステ
ィックＩＤカードは、既存のキャンパス・リーダーにスワイプされるか接触される時にド
ア・アクセス制御システムにアクセスを許可させ、ドアを開かせる、磁気ストライプまた
は近距離無線通信（ＮＦＣ）チップを含む。磁気ストライプまたはＮＦＣカード上のデー
タを、学生の識別にリンクして、購入のための支払いをトリガすることもできる。たとえ
ば、学生は、自分のカードを使用して、カフェテリアの料理について支払いまたはキャン
パス書店で本を購入することができる。
【０００３】
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　しかし、既存の学生ＩＤシステムでは、バッジをリーダーに接触させることによって引
き起こされる情報フローが、単一方向すなわち学生からシステムへである。実際に、ほと
んどの学生が、既にモバイル・デバイスを持ち歩き、そのデバイスの多くが、ウェブをブ
ラウズでき、テキスト・メッセージおよびプッシュ通知などの即時アラートおよび非同期
アラートを受信できるスマートホンであるが、現在の学生ＩＤシステムでは、リーダーへ
の学生の識別カードの接触に関する情報は、学生に送り返されない。したがって、現在の
学生ＩＤシステムは、システムから学生に戻ってリアルタイムでタイムリーな形で自動的
に配送できる追加情報を提供しない。
【０００４】
　異なる文脈では、ＰＯＳリーダーによって読み取られる２Ｄバーコードを表示すること
によって、コーヒー・ショップで購入を行うモバイル・デバイスが提案された。さらに、
広告の配送のためにポスタおよび広告掲示板上のタグを読むことができるＮＦＣリーダー
を含む次世代モバイル・デバイスが提案された。しかし、世界中のほとんどすべての大学
および単科大学のキャンパスで通常見られる既存のレガシ・ドア・アクセスおよび制御シ
ステムへのこれらのＮＦＣデバイスの結合または一体化はなかった。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態では、対話型ＩＤサーバは、近距離無線通信（ＮＦＣ）タグのタグ
ＩＤおよびＮＦＣタグと通信するＮＦＣリーダーのリーダーＩＤを受信するためにネット
ワークに結合されたインターフェースを含む。この実施形態では、ＮＦＣタグまたはＮＦ
Ｃリーダーは、キャンパスの許可された人のモバイル・デバイス上にあり、タグＩＤまた
はリーダーＩＤのいずれかは、許可された人に関連付けられる。対話型ＩＤサーバは、タ
グＩＤおよびリーダーＩＤに基づいて許可された人のモバイル・デバイスに供給されるコ
ンテンツを判定するように、およびコンテンツをモバイル・デバイスに通信するように動
作可能なプロセッサをさらに含む。コンテンツは、たとえば、電話呼、録音されたメッセ
ージ、ウェブサイトのＵＲＬ（ｕｎｉｆｏｒｍ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｌｏｃａｔｏｒ）、
または電話呼、ショート・メッセージ・システム（ＳＭＳ）メッセージ、データ・プッシ
ュ通知メッセージ、もしくは他の類似する通信機構を介してモバイル・デバイスに通信さ
れる他のメッセージとすることができる。
【０００６】
　一実施形態では、インターフェースは、キャンパスのローカル・エリア・ネットワーク
（ＬＡＮ）に結合されたネットワーク・インターフェースと、追加ネットワークに結合さ
れた外部インターフェースとを含む。たとえば、追加ネットワークは、モバイル・デバイ
スと通信する無線アクセス・ネットワークを含むことができ、プロセッサは、外部インタ
ーフェースを介してモバイル・デバイスにコンテンツを通信することができる。ネットワ
ーク・インターフェースは、ＬＡＮを介してＮＦＣリーダーまたはＮＦＣタグのいずれか
にも結合され、ＬＡＮを介してキャンパスのレガシＩＤサーバにさらに結合される。
【０００７】
　例示的実施形態では、ネットワーク・インターフェースは、ＬＡＮに結合されたＮＦＣ
リーダーからタグＩＤおよびリーダーＩＤを受信するように動作可能である。もう１つの
例示的実施形態では、外部インターフェースは、モバイル・デバイス上のＮＦＣリーダー
からタグＩＤおよびリーダーＩＤを受信するように動作可能であり、ネットワーク・イン
ターフェースは、レガシＩＤサーバにタグＩＤおよびリーダーＩＤを供給するために結合
される。もう１つの実施形態では、プロセッサは、タグＩＤおよびリーダーＩＤからコン
テンツのパラメータを判定し、パラメータを満足するために必要なデータを識別するよう
にさらに動作可能であり、ネットワーク・インターフェースは、コンテンツに関するデー
タの少なくとも一部をレガシＩＤサーバから取り出すように動作可能である。
【０００８】
　本発明のもう１つの実施形態では、対話型アイデンティティ（ＩＤ）システムは、キャ
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ンパスのローカル・エリア・ネットワークに結合された第１近距離無線通信（ＮＦＣ）デ
バイスと、第１ＮＦＣデバイスと通信する第２近距離無線通信（ＮＦＣ）デバイスを有す
るキャンパスの許可された人のモバイル・デバイスと、ローカル・エリア・ネットワーク
およびローカル・エリア・ネットワークの外部の追加ネットワークに結合された対話型Ｉ
Ｄサーバとを含み、追加ネットワークは、モバイル・デバイスと通信する無線アクセス・
ネットワークを含む。この実施形態では、第１および第２のＮＦＣデバイスのうちの一方
は、ＮＦＣタグであり、他方は、ＮＦＣリーダーであり、対話型ＩＤサーバは、ＮＦＣリ
ーダーがＮＦＣタグと通信している時にＮＦＣタグのタグＩＤおよびＮＦＣリーダーのリ
ーダーＩＤを受信するように動作可能である。タグＩＤまたはリーダーＩＤのいずれかは
、許可された人に関連付けられる。対話型ＩＤサーバは、さらに、タグＩＤおよびリーダ
ーＩＤに基づいて許可された人のモバイル・デバイスに供給されるコンテンツを判定し、
無線アクセス・ネットワークを介してモバイル・デバイスにコンテンツを通信するように
さらに動作可能である。
【０００９】
　本発明のもう１つの実施形態では、キャンパスのモバイル・デバイスにコンテンツを動
的に配送する方法が提供される。この方法は、キャンパスの対話型ＩＤサーバで近距離無
線通信（ＮＦＣ）タグのタグ・アイデンティティ（ＩＤ）およびＮＦＣタグと通信するＮ
ＦＣリーダーのリーダーＩＤを受信するステップであって、ＮＦＣタグおよびＮＦＣリー
ダーのうちの１つは、モバイル・デバイス上にある、ステップを含む。この方法は、タグ
ＩＤおよびリーダーＩＤに基づいてモバイル・デバイスに供給されるコンテンツを判定す
るステップと、無線アクセス・ネットワークを介してモバイル・デバイスにコンテンツを
通信するステップとをさらに含む。
【００１０】
　本発明のより完全な理解を、添付図面と共に解釈される時に、次の詳細な説明の参照に
よって得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態による、例示的な対話型学生ＩＤシステムを示す図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態による、対話型学生ＩＤシステム内で使用される例示的なモ
バイル・デバイスを示すブロック図である。
【図２Ｂ】本発明の実施形態による、対話型学生ＩＤシステム内で使用されるモバイル・
デバイスを示す絵図である。
【図３】本発明の実施形態による、例示的な対話型学生ＩＤサーバを示すブロック図であ
る。
【図４】本発明の実施形態による、単科大学キャンパスでのモバイル・デバイスへのコン
テンツの動的配送の例示的プロセスを示す流れ図である。
【図５Ａ】本発明の実施形態による、レガシ学生ＩＤシステム内で対話型学生ＩＤサーバ
を一体化するさまざまな例示的機構を示す図である。
【図５Ｂ】本発明の実施形態による、レガシ学生ＩＤシステム内で対話型学生ＩＤサーバ
を一体化するさまざまな例示的機構を示す図である。
【図５Ｃ】本発明の実施形態による、レガシ学生ＩＤシステム内で対話型学生ＩＤサーバ
を一体化するさまざまな例示的機構を示す図である。
【図６】本発明の実施形態による、レガシ学生ＩＤシステム内で対話型学生ＩＤサーバを
一体化するもう１つの例示的機構を示す図である。
【図７Ａ】本発明の実施形態による、もう１つの例示的な対話型学生ＩＤシステムを示す
図である。
【図７Ｂ】本発明の実施形態による、対話型学生ＩＤシステムの例示的動作を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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　本発明の実施形態によれば、対話型学生ＩＤ（ＩＳＩＤ）システムが提供され、これに
よって、近距離無線通信（ＮＦＣ）デバイスは、単科大学キャンパスの学生または他の許
可された人のモバイル・デバイスまたはスマート・ホンに固定される。したがって、プラ
スティック・カードをリーダーに接触させるのではなく、学生は、自分たちのモバイル・
デバイスまたはスマート・ホンを使用し、これによって、ドアを開くまたはキャンパスで
購入を行うなどの一方向のみのレガシ動作をトリガするだけではなく、動的コンテンツを
モバイル・デバイスに配送させ、これによって、学生が、両方向データ動作を介して対話
し、情報を与えられた判断、選り好み、および選択を行うことを可能にする。
【００１３】
　たとえば、モバイル・デバイス上のＮＦＣデバイスを使用して書店またはカフェテリア
で購入を行う時には、学生に、モバイル・デバイスを介して異なる口座の現在の残高を即
座に提示でき、これによって、学生が支払いを行うのに最も適切な口座を選択することを
可能にする。もう１つの例として、モバイル・デバイス上のＮＦＣデバイスを教室のドア
上のＮＦＣデバイスに接触させる時に、ドアを開けられるだけではなく、学生は、今日の
教室コンテンツをダウンロードするためのリンクを有する自動的な即座の通知を自分のモ
バイル・デバイス上で受信することもできる。さらなる例では、モバイル・デバイス上の
ＮＦＣデバイスを寮のドア上のＮＦＣデバイスに接触させる時に、ドアを開けられるだけ
ではなく、学生は、現在の寮の活動およびイベントに関連するＹｏｕＴｕｂｅリンクもし
くは他の動的ウェブ・リンク、またはタイムリーな状況更新および他の情報のためのＦａ
ｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、および他のソーシャル・ネットワークへのインターフェ
ースなど、動的ウェブ・コンテンツを受信することもできる。ＩＳＩＤシステムは、Ｆａ
ｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒなどで状況更新を生成し、その後、モバイル・デバイスを
介して学生に状況更新を報告することもできる。
【００１４】
　ＩＳＩＤシステムは、レガシ電話機およびレガシ・ドア・アクセス制御システムのフォ
ークリフト交換を回避するために、既存のモバイル・デバイスおよびレガシ・ドア・アク
セス制御システムを効率的に一体化し、これによってコストを最小にし、実用的解決策を
提供する。したがって、キャンパスは、その既存アクセス制御システムを保持し、そのレ
ガシ・インフラストラクチャに対するシステム・アドオンおよびアップグレードを介して
改善された機能性を達成することができる。同様に、学生、スタッフ、および他の許可さ
れた人は、既存のモバイル・デバイスを保持し、改善された機能性を利用することができ
る。
【００１５】
　図１に、本発明の実施形態による、例示的な対話型学生アイデンティティ（ＩＤ）シス
テム１０を示す。対話型学生ＩＤシステム１０は、単科大学キャンパスのレガシ学生ＩＤ
システム内で実施される対話型学生ＩＤ（ＩＳＩＤ）サーバ１００を含む。レガシ学生Ｉ
Ｄシステムは、レガシ一方向サービスを提供するために学生アカウント・システム３０お
よびアクセス制御システム４０に結合されたレガシ学生ＩＤサーバ２０を含む。レガシ学
生ＩＤシステムは、さらに、単科大学キャンパスのローカル・エリア・ネットワーク（Ｌ
ＡＮ）を介してレガシ学生ＩＤサーバ２０に結合された近距離無線通信（ＮＦＣ）デバイ
ス６０を含む。
【００１６】
　本明細書で使用される時に、用語「ＮＦＣ」は、短い（たとえば、２０センチメートル
以下）距離にわたるデバイスの間でのデータの交換を可能にする短距離高周波無線通信技
術を指す。ＮＦＣは、磁界誘導を介して通信し、ここで、２つのループ・アンテナが、お
互いの近距離場内に配置され、効果的に空心変成器を形成し、通常は１２５ｋＨｚ周波数
帯および／または１３．５６ＭＨｚ周波数帯内で動作する。
【００１７】
　ＮＦＣタグは、許可された人の識別に使用される識別データを格納し、ＮＦＣリーダー
は、ＮＦＣタグ上に格納された識別データを取り出すための質問器として動作する。ＮＦ
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Ｃタグを、電池などの内部電源を含む能動タグおよび／または内部電源を含むのではなく
、その代わりにＮＦＣリーダーによってリモートに電力を与えられる受動タグとすること
ができる。
【００１８】
　上で説明したように、ＮＦＣリーダーとＮＦＣタグとの間の通信は、ラジオ周波数（Ｒ
Ｆ）信号によって可能にされる。一般に、ＮＦＣタグ上に格納された識別データにアクセ
スするために、ＮＦＣリーダーは、タグからの変調されたＲＦ応答を喚起するように設計
された変調されたＲＦ質問信号を生成する。タグからのＲＦ応答は、ＮＦＣタグ内に格納
された符号化された識別データを含む。ＮＦＣリーダーは、ＮＦＣタグに関連する人を識
別するために、符号化された識別データを復号する。受動タグについて、ＮＦＣリーダー
は、データ転送中にタグをアクティブ化し、タグに電力を与えるために、変調されない連
続波（ＣＷ）信号をも生成する。
【００１９】
　単科大学キャンパスのＬＡＮ　５０に結合されたＮＦＣデバイス６０を、たとえば、そ
れに非常に接近して配置された時に別のＮＦＣデバイス７０と通信できる、ＮＦＣタグま
たはＮＦＣリーダーとすることができる。たとえば、ＮＦＣデバイス７０が、ＮＦＣタグ
であり、ＮＦＣデバイス６０が、ＮＦＣリーダーである場合に、非常に接近した後に、Ｎ
ＦＣリーダー６０は、ＮＦＣタグ７０と通信して、ＮＦＣタグ７０に関連する許可された
人を識別する識別データ（すなわち、タグＩＤ）を取り出す。その後、ＮＦＣリーダー６
０は、タグＩＤを、ＮＦＣリーダー６０のリーダーＩＤと一緒に、ＬＡＮ　５０を介して
レガシ学生ＩＤサーバ２０に供給する。レガシ学生ＩＤサーバ２０は、学生アカウント・
システム３０および／またはアクセス制御システム４０と通信して、学生が購入を行うこ
とまたは学生がキャンパス施設へのアクセスを得ることを可能にするためにドアを開ける
ことを可能にするなどのレガシ・サービスを提供する。ＮＦＣリーダー６０を組み込まれ
たＰＯＳ端末について、ＮＦＣリーダー６０を、リーダーＩＤの一部としてまたはリーダ
ーＩＤに追加されるデータとしてのいずれかで、レガシ学生ＩＤサーバ２０に販売額（学
生によって購入される商品／サービスのコスト）を供給するようにさらにプログラムする
ことができる。
【００２０】
　本発明の実施形態によれば、両方向（対話型）データ動作を提供するために、ＮＦＣデ
バイス７０が、学生または単科大学キャンパスの他の許可された人（たとえば、教授、ス
タッフ・メンバなど）のモバイル・デバイス１３０上に含まれ、タグＩＤおよびリーダー
ＩＤが、さらにＩＳＩＤサーバ１００に供給され、ＩＳＩＤサーバ１００は、モバイル・
デバイス１３０へのリアルタイム対話型コンテンツの自動配送をトリガする。限定ではな
く例として、モバイル・デバイス１３０は、セル電話機、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップ・コンピュータ、または他の類似するモバイル・デバイスなど、任意のタイプの
モバイル・デバイスまたは無線デバイスを含むことができる。
【００２１】
　モバイル・デバイス１３０にコンテンツを配送するために、ＩＳＩＤサーバ１００は、
ＬＡＮ　５０の外部とすることができる別のネットワークに結合される。たとえば、図１
に示されているように、ＩＳＩＤサーバ１００は、無線アクセス・ネットワーク１２０に
結合される。無線アクセス・ネットワーク１２０は、モバイル・デバイス１３０に無線接
続性を提供できる任意のネットワークを含む。限定ではなく例として、無線アクセス・ネ
ットワーク１２０は、ＧＳＭネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、ＵＭＴＳネットワー
ク、ＧＰＲＳネットワーク、ＷｉＦｉネットワーク、ＷｉＭａｘネットワーク、ＬＴＥネ
ットワーク、または任意の他の類似するネットワークのうちの１つまたは複数を含むこと
ができる。
【００２２】
　図１では、ＩＳＩＤサーバ１００は、パケット交換ネットワークおよび／または回線交
換ネットワークなどの通信ネットワーク１１０にさらに結合される。たとえば、通信ネッ
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トワーク１１０は、インターネット・プロトコル（ＩＰ）、マルチプロトコル・ラベル・
スイッチング（ＭＰＬＳ）、非同期転送モード（ＡＴＭ）、イーサネット、またはＰＳＴ
Ｎのうちの１つまたは複数を含むことができるが、これらに限定はされない。モバイル・
デバイス１３０に供給されるコンテンツを判定するためおよび／またはモバイル・デバイ
ス１３０へのコンテンツの配送を支援するために、アプリケーション対応サービス・プロ
バイダにデータを供給するために、ＩＳＩＤサーバ１００を通信ネットワーク１１０に結
合することができる。したがって、コンテンツを、通信ネットワーク１１０および無線ア
クセス・ネットワーク１２０を介してモバイル・デバイス１３０に配送することができる
。しかし、ＩＳＩＤサーバ１００が、通信ネットワーク１１０を介して無線アクセス・ネ
ットワーク１２０に結合されて図示されているが、他の実施形態では、ＩＳＩＤサーバ１
００を、無線アクセス・ネットワーク１２０に直接に結合することもできる。たとえば、
ＩＳＩＤサーバ１００は、無線アクセス・ネットワーク１２０内の無線アクセス・ポイン
トとして働くことができる。
【００２３】
　ＮＦＣデバイス６０がＮＦＣリーダーであり、ＮＦＣデバイス７０がＮＦＣタグである
実施形態では、ＮＦＣタグ７０をモバイル・デバイス１３０の背面に取り付けて、ＮＦＣ
リーダー６０との効率的な通信を可能にすることができる。モバイル・デバイス１３０が
その使用の途中にキャリング・ケース、ポケット、財布、バックパック、または他の持ち
運び装置から取り外され、挿入される可能性があるので、ＮＦＣタグ７０は、耐久性があ
り頑健でなければならない。しかし、磁気誘導は、革、プラスティック、ゴム、および他
の材料を通って発生することができるので、通常、学生が、ＮＦＣタグ７０を使用するた
めに自分のモバイル・デバイスをキャリング・ケースから取り外す必要はない。単一の小
フォームファクタＮＦＣタグ７０が図示されているが、より大きいまたはより小さい表面
積を有する、異なる周波数で動作する、およびおそらくはＮＦＣチップだけではなくバー
コード、写真などをも含むＮＦＣタグが、本発明の他の実施形態で企図されている。
【００２４】
　例示的動作では、非常に接近した後に、ＮＦＣリーダー６０は、ＮＦＣタグ７０と通信
して、ＮＦＣタグ７０に関連する許可された人を識別する識別データ（すなわち、タグＩ
Ｄ）を取り出す。その後、ＮＦＣリーダー６０は、タグＩＤを、ＮＦＣリーダー６０のリ
ーダーＩＤと一緒に、ＬＡＮ　５０を介してレガシ学生ＩＤサーバ２０にだけではなく、
ＩＳＩＤサーバ１００にも供給する。レガシ学生ＩＤサーバ２０は、上で説明したように
伝統的な一方向レガシ・サービスを実行するが、ＩＳＩＤサーバ１００は、動的コンテン
ツをモバイル・デバイス１３０に配送させ、これによって、学生が両方向データ動作を介
してＩＳＩＤシステム１０と対話することを可能にする。コンテンツの例は、録音された
音声メッセージ、ライブ・オペレータとの対話、追加情報を含むウェブサイトのＵＲＬ（
ｕｎｉｆｏｒｍ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｌｏｃａｔｏｒ）、または他のタイプのデータを含
む。
【００２５】
　ＮＦＣタグ７０が、モバイル・デバイス１３０に取り付けられ、ＮＦＣリーダー６０が
、キャンパス・インフラストラクチャ内に配置されるので、モバイル・デバイス１３０は
、通常、通信が発生したことを全く知らず、アイドル・モードまたはスリープ・モードで
ある可能性がある。コンテンツのタイムリーで非同期の配送を保証するために、ＩＳＩＤ
システム１０は、アイドルのモバイル・デバイスをアウェイクするさまざまな方法および
タイムリーな形で両方向対話性を開始するさまざま方法を提供する。１つの方法では、Ｉ
ＳＩＤサーバ１００は、モバイル・デバイス１３０に電話をかける。電話呼の電話番号は
、タグＩＤにリンクされ、このタグＩＤは、学生に関連付けられ、電話呼の内容は、リー
ダーＩＤ（およびオプションでタグＩＤ）にリンクされる。この形で、学生は、録音を聞
き、対話型音声応答（ＩＶＲ）システムと対話し、電話会議に参加するなどを行うことが
できる。
【００２６】
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　もう１つの方法では、ＩＳＩＤは、モバイル・デバイス１３０にショート・メッセージ
・システム（ＳＭＳ）メッセージを配送する。やはり、ＳＭＳ用のモバイル・デバイス１
３０の電話番号は、タグＩｄにリンクされ、このタグＩｄは、学生に関連付けられるが、
ＳＭＳの内容は、リーダーＩＤ（およびオプションでタグＩＤ）にリンクされる。この形
で、非同期テキスト・メッセージをモバイル・デバイスに配送することができる。このＳ
ＭＳメッセージの内容を、ダイナミック・コンテンツへのＵＲＬまたはウェブ・リンクと
することができる。たとえば、ＳＭＳメッセージは、現在の寮イベントまたは学生センタ
での出来事を記述するＹｏｕＴｕｂｅマルチメディア・コンテンツへのリンクを含むこと
ができる。もう１つの例では、ＳＭＳメッセージは、学生の口座残高、食事ポイント、キ
ャンパスポイント（ｃａｍｐｕｓ－ｂｕｃｋ）などを要約したポータルへの自動ログイン
を引き起こすＵＲＬまたはＴｉｎｙ－ＵＲＬを含むことができる。
【００２７】
　一実施形態では、標準ＳＭＳサービスを、キャンパスベースまたはインターネットベー
スのＳＭＳゲートウェイおよび配送サービスと共に使用することができる。もう１つの実
施形態では、モバイル・デバイス・ネットワーク・サービス・プロバイダとの特別な取り
決めを行って、無料で、大量購入割引価格（ｂｕｌｋ－ｃｏｓｔ）で、またはネットワー
ク・サービス・プロバイダと大学との間の他の特別なビジネス協定を介して、ＩＳＩＤ関
連ＳＭＳメッセージを配送することができる。ネットワーク・サービス・プロバイダは、
リーダーにタッチする時とリンクを含むテキスト・メッセージがモバイル・デバイスに配
送される時との間の待ち時間を最小にするために、アプリケーション対応ネットワークま
たは他の手段を介して、より高い優先順位配送時間を伴うこれらの特殊なＳＭＳメッセー
ジの配送を可能にすることもできる。
【００２８】
　もう１つの方法では、ＩＳＩＤサーバ１００は、モバイル・デバイスに非同期イベント
を配送するデータ通知サービスを活用することができる。たとえば、ＩＳＩＤは、Ａｐｐ
ｌｅ　Ｐｕｓｈ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ（ＡＰＮＳ）（商標）を
使用して、モバイル・デバイスにプッシュ・メッセージを効率的に配送することができる
。ＮＦＣ通信の後に、ＩＳＩＤサーバ１００は、モバイル・デバイス１３０へのそのよう
な通知の配送をトリガすることができる。モバイル・デバイスがそのアイドル・モードま
たはスリープ・モードにある場合であっても受信できるアラートの肯定応答の際に、学生
のモバイル・デバイスは、ＡＰＮＳメッセージ内で指定された特定のＵＲＬを自動的にブ
ラウズするはずである。
【００２９】
　もう１つの実施形態では、ＮＦＣデバイス６０は、ＮＦＣタグであり、ＮＦＣデバイス
７０は、ＮＦＣリーダーである。この実施形態では、ＮＦＣリーダー７０を、モバイル・
デバイス１３０に外部に取り付けるか、またはモバイル・デバイス１３０に一体化するか
のいずれかとすることができる。ＮＦＣリーダー７０が、モバイル・デバイス１３０に一
体化される場合には、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）との同期化または他のタイプの
機能性など、追加の機能性をユーザに提供するように、ＮＦＣリーダー７０をプログラム
することができる。
【００３０】
　例示的動作では、非常に接近した後に、モバイル・デバイス１３０上のＮＦＣリーダー
６０は、ＮＦＣタグ７０と通信して、ＮＦＣタグ７０に関連するキャンパス物品（すなわ
ち、ドア、キャンパスＰＯＳ端末など）を識別する識別データ（すなわち、タグＩＤ）を
取り出す。その後、ＮＦＣリーダー６０は、タグＩＤを、ＮＦＣリーダー６０のリーダー
ＩＤと一緒に、無線アクセス・ネットワーク１２０を介してＩＳＩＤサーバ１００に供給
する。ＩＳＩＤサーバ１００は、ＬＡＮ　５０を介してレガシ学生ＩＤサーバ２０にタグ
ＩＤおよびリーダーＩＤを通信する。レガシ学生ＩＤサーバ２０は、上で説明したように
伝統的な一方向レガシ・サービスを実行するが、ＩＳＩＤサーバ１００は、無線アクセス
・ネットワーク１２０を介してモバイル・デバイス１３０へ動的コンテンツを配送させる
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。
【００３１】
　図２Ａは、本発明の実施形態による、対話型学生ＩＤシステム内で使用される例示的な
モバイル・デバイス１３０のブロック図である。モバイル・デバイス１３０は、プロセッ
サ２００、メモリ２１０、無線インターフェース２２０、トランシーバ２３０、入力イン
ターフェース２４０、出力インターフェース２５０、およびＮＦＣデバイス７０を含む。
プロセッサ２００およびメモリ２１０は、通常はモバイル・デバイス１３０によって実行
される通信機能の命令を実行する。たとえば、プロセッサ２００は、特定のセルラ電話標
準規格に従って通信機能を実行することができる。
【００３２】
　ＮＦＣデバイス７０を、モバイル・デバイス１３０に外部に取り付けるか、またはモバ
イル・デバイス１３０に一体化するかのいずれかとすることができる。ＮＦＣデバイス７
０が、モバイル・デバイス１３０に一体化されるＮＦＣリーダーである実施形態では、メ
モリ２１０は、インターネット上のオンライン・アプリケーション・ストアからなど、ネ
ットワークからダウンロード可能とすることができるＩＳＩＤアプリケーション２１５を
維持することができる。プロセッサ２００は、ＩＳＩＤアプリケーション２１５の命令を
実行するためにメモリ２１０にさらに結合される。たとえば、プロセッサ２００は、レガ
シ・サービスおよび新しい対話型コンテンツ・サービスをモバイル・デバイス１３０のユ
ーザに提供することを可能にするために、タグＩＤを取り出し、キャンパスのＩＳＩＤシ
ステムにタグＩＤおよびリーダーＩＤを供給するためにＮＦＣリーダー７０にキャンパス
のＮＦＣタグと通信させるためにＩＳＩＤアプリケーション２１５の命令を実行すること
ができる。
【００３３】
　無線インターフェース２２０は、ＩＳＩＤシステムへ／から音声および／またはデータ
を送信しかつ／または受信するために、トランシーバ２３０を介して無線アクセス・ネッ
トワーク（図１に図示）への接続を提供する。たとえば、無線インターフェース２２０は
、データをトランシーバ２３０から受信し、トランシーバ２３０に送信することを可能に
する。トランシーバ２３０から受信されるデータ（たとえば、インバウンド・データ）に
ついて、無線インターフェース２２０は、さらなる処理および／または出力インターフェ
ース２５０ヘのルーティングのためにそのデータをプロセッサ２００に供給する。出力イ
ンターフェース２５０は、受け取られたデータを表示する（見、かつ／または聞く）こと
ができるように、ディスプレイ、モニタ、スピーカ、その他などの出力デバイスへの接続
性を提供する。無線インターフェース２２０は、プロセッサ２００からトランシーバ２３
０にもデータを供給する。プロセッサ２００は、入力インターフェース２４０を介してキ
ーボード、キーパッド、マイクロホン、その他などの入力デバイスからアウトバウンド・
データを受け取り、あるいはデータ自体を生成することができる。入力インターフェース
２４０を介して受け取られるデータについて、プロセッサ２００は、そのデータに対して
通信機能を実行し、かつ／または無線インターフェース２２０を介してトランシーバ２３
０にそのデータをルーティングすることができる。
【００３４】
　本明細書で使用される時に、用語「プロセッサ」は、一般に、ＰＣなどの汎用コンピュ
ータを駆動するデバイスと理解される。しかし、マイクロコントローラ、フィールド・プ
ログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、また
はその組合せなどの他の処理デバイスをも、本明細書で説明される利益および長所を達成
するのに使用できることに留意されたい。さらに、本明細書で使用される時に、用語「メ
モリ」は、ハード・ドライブ、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）、フラッシュ・メモリ、または他のタイプのストレージ・デバイスもしくは
記憶媒体を含むがこれに限定されないすべてのタイプのデータ・ストレージ・デバイスを
含む。
【００３５】
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　図２Ｂは、本発明の実施形態による、対話型学生ＩＤシステム内で使用されるモバイル
・デバイス１３０の絵図である。モバイル・デバイス１３０は、ディスプレイ２６０およ
びキーパッド入力デバイス２７０を含む。ディスプレイ２６０およびキーパッド２７０は
、モバイル・デバイス１３０のユーザがＩＳＩＤシステムから受信したコンテンツ２６５
をディスプレイ２６０上で見、コンテンツ２６５に基づいて１つまたは複数のアクション
を実行することを可能にするグラフィカル・ユーザ・インターフェースを形成する。たと
えば、ユーザは、モバイル・デバイス１３０に選択されたＵＲＬに関連するウェブサイト
へナビゲートさせるために、コンテンツ２６５内に含まれる特定のＵＲＬを選択するため
にキーパッド２７０上の矢印／トグル・キーまたは他のキーを操作することができる。
【００３６】
　図３は、本発明の実施形態による、例示的な対話型学生ＩＤ（ＩＳＩＤ）サーバ１００
のブロック図である。ＩＳＩＤサーバ１００は、プロセッサ３００、メモリ３１０、ネッ
トワーク・インターフェース３２０、および外部インターフェース３３０を含む。ネット
ワーク・インターフェース３２０は、単科大学キャンパスのローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＬＡＮ）に結合され、外部インターフェース３３０は、ＬＡＮの外部の別のネット
ワークに結合される。たとえば、外部インターフェース３３０を無線アクセス・ネットワ
ークに結合して、ＩＳＩＤサーバ１００が学生およびキャンパス職員のモバイル・デバイ
スにコンテンツを配送することを可能にすることができる。
【００３７】
　メモリ３１０は、ＩＳＩＤアプリケーション３１５を維持し、プロセッサ３００は、Ｉ
ＳＩＤアプリケーション３１５の命令を実行するためにメモリ３１０にさらに結合される
。たとえば、プロセッサ３００は、それぞれのＮＦＣタグおよびＮＦＣリーダーからタグ
ＩＤおよびリーダーＩＤを受信するためにＩＳＩＤアプリケーション３１５を実行するこ
とができ、タグＩＤおよびリーダーＩＤの一方は、単科大学キャンパスの許可された人に
関連し、タグＩＤおよびリーダーＩＤの他方は、単科大学キャンパスの物品または他のオ
ブジェクトに関連する。ＮＦＣリーダーがＬＡＮに結合される実施形態では、タグＩＤお
よびリーダーＩＤをネットワーク・インターフェース３２０を介して受け取ることができ
る。ＮＦＣリーダーがモバイル・デバイスに一体化される実施形態では、タグＩＤおよび
リーダーＩＤを外部インターフェース３３０を介して受け取ることができる。
【００３８】
　プロセッサ３００は、タグＩＤおよびリーダーＩＤに基づいて許可された人のモバイル
・デバイスに配送される特定のコンテンツを判定し、モバイル・デバイスにそのコンテン
ツを配送するために、ＩＳＩＤアプリケーション３１５の命令をさらに実行することがで
きる。例示的動作では、メモリ３１０は、モバイル・デバイス電話番号および関連するタ
グＩＤまたはリーダーＩＤのリスティングをさらに維持する。プロセッサ３００は、タグ
ＩＤまたはリーダーＩＤからモバイル・デバイスの電話番号を識別するためにメモリ３１
０にアクセスすることができる。
【００３９】
　一実施形態では、プロセッサ３００は、外部インターフェース３３０を介してモバイル
・デバイスに電話をかけるために、取り出された電話番号を使用する。たとえば、プロセ
ッサ３００は、モバイル・デバイスのユーザが事前に録音されたメッセージを聞くことを
可能にするために、モバイル・デバイスと会議／コラボレーション・コントローラ３４０
との間の電話呼を開始することができる。会議／コラボレーション・コントローラ３４０
を、ＩＳＩＤサーバ１００内（図示のように）またはＩＳＩＤサーバ１００の外部に配置
することができる。ＩＳＩＤサーバ１００内の場合に、管理者または他の許可された職員
は、会議／コラボレーション・コントローラ３４０上にメッセージを録音し、録音された
メッセージを特定のタグＩＤおよび／またはリーダーＩＤに関連付けるために、ＩＳＩＤ
サーバ１００に電話で接続することができる。たとえば、教授または他の管理者は、教室
に入る際に学生が聞くためのメッセージを事前に録音することができ（すなわち、授業が
取り消されたか異なる場所／時間に再スケジューリングされた場合）、学生は、教室に入
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る際にそのメッセージを聞くことができる。
【００４０】
　会議／コラボレーション・コントローラ３４０は、モバイル・デバイスのユーザがＩＳ
ＩＤサーバ１００に応答を提供することを可能にするために、対話型音声応答（ＩＶＲ）
サービスをさらに提供することができる。たとえば、授業が取り消されたことを聞く際に
、ユーザに、追加の質問に答えるためにキャンパスの教授または別の管理者に接続するた
めに「１」を入力するように促すことができる。もう１つの例として、会議／コラボレー
ション・コントローラ３４０は、プロセッサ３００が、モバイル・デバイスと別の当事者
との間の電話会議を開始し、またはモバイル・デバイスを進行中の電話会議に参加させる
ことを可能にすることができる。たとえば、プロセッサ３００は、モバイル・デバイスお
よび他の当事者にダイヤル・アウトするための適切なアプリケーション・プログラミング
・インターフェース（ＡＰＩ）コマンドを会議／コラボレーション・コントローラ３４０
（ＩＳＩＤサーバ１００の内部または外部）に発行することができる。会議／コラボレー
ション・コントローラ３４０を、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実施するこ
とができる。
【００４１】
　もう１つの実施形態では、プロセッサ３００は、ショート・メッセージ・システム（Ｓ
ＭＳ）メッセージまたは他のタイプのテキスト・メッセージをモバイル・デバイスに配送
するために、モバイル・デバイスの取り出された電話番号を使用する。ＳＭＳメッセージ
の内容を、動的コンテンツへのＵＲＬまたはウェブ・リンクとすることができる。もう１
つの実施形態では、プロセッサ３００は、データ通知メッセージをモバイル・デバイスに
配送するために、モバイル・デバイスの取り出された電話番号を使用する。たとえば、デ
ータ通知メッセージは、学生のモバイル・デバイスに、そのデータ通知メッセージ内で指
定される特定のＵＲＬを自動的にブラウズさせることができる。
【００４２】
　図４は、本発明の実施形態による、単科大学キャンパスでのモバイル・デバイスへのコ
ンテンツの動的配送の例示的プロセス４００の流れ図である。このプロセスは、ブロック
４１０で始まり、ここで、近距離無線通信（ＮＦＣ）タグのタグ・アイデンティティ（Ｉ
Ｄ）およびそのＮＦＣタグと通信するＮＦＣリーダーのリーダーＩＤが、単科大学キャン
パスの対話型学生ＩＤ（ＩＳＩＤ）サーバで受信される。ＮＦＣタグまたはＮＦＣリーダ
ーのいずれかが、モバイル・デバイス上にある。ブロック４２０では、ＩＳＩＤサーバが
、タグＩＤおよびリーダーＩＤに基づいてモバイル・デバイスに供給されるコンテンツを
判定し、ブロック４３０では、ＩＳＩＤサーバが、無線アクセス・ネットワークを介して
モバイル・デバイスにそのコンテンツを通信する。
【００４３】
　ここで図５Ａ～５Ｃに移ると、本発明の実施形態による、レガシ学生ＩＤシステム内で
対話型学生ＩＤサーバを一体化するさまざまな例示的機構が示されている。図５Ａ～５Ｃ
では、ＮＦＣタグ７０が、学生のモバイル・デバイス１３０に取り付けられ、ＮＦＣリー
ダー６０が、単科大学キャンパスのＬＡＮ内に含まれ、ＬＡＮを介してＩＳＩＤサーバ１
００に結合される。
【００４４】
　図５Ａでは、ＩＳＩＤサーバ１００は、「中間者」要素として働くためにＬＡＮ（ＩＰ
ネットワーク）に結合される。したがって、図５Ａでは、ステップ５００で、ＮＦＣタグ
７０がＮＦＣリーダーにタグＩＤを供給する時に、ＮＦＣリーダー６０は、タグＩＤおよ
びリーダーＩＤをレガシ学生ＩＤサーバ２０に送信する。ステップ５０２では、ＩＳＩＤ
サーバ１００が、タグＩＤおよびリーダーＩＤをインターセプトし、ステップ５０４では
、ＩＳＩＤサーバ１００が、タグ／リーダーＩＤデータをレガシ学生ＩＤサーバ２０に向
かって中継する。このタイプのインターセプトおよび中継は、通常、ＩＳＩＤサーバ１０
０がレガシ・システムによって利用されるＩＰプロトコルを理解し、復号することを必要
とし、さらに、タグ／リーダーＩＤデータが暗号化される場合には、ＩＳＩＤサーバ１０
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０がすべての暗号化鍵および方法を与えられることを必要とする可能性がある。
【００４５】
　タグＩＤおよびリーダーＩＤがＩＳＩＤサーバ１００によって受信された後に、ステッ
プ５０６では、ＩＳＩＤサーバ１００が、タグＩＤおよびリーダーＩＤに基づいてモバイ
ル・デバイス１３０に供給されるコンテンツのパラメータを判定する。たとえば、ＩＳＩ
Ｄサーバ１００は、モバイル・デバイス１３０に配送されるコンテンツが、モバイル・デ
バイス１３０に関連する学生の現在の学生口座残高を含むと判定することができる。さら
に、タグＩＤおよびリーダーＩＤがレガシ学生ＩＤサーバ２０によって受信された後に、
ステップ５０８では、レガシ学生ＩＤサーバ２０が、学生が購入を行うことを可能にする
またはキャンパス・ドアを開くなど、レガシ・サービスを提供するためにタグＩＤおよび
リーダーＩＤを処理する。その後、ステップ５１０では、ＩＳＩＤサーバ１００が、オプ
ションで、コンテンツに必要なすべてのデータを取り出すために、レガシ学生ＩＤサーバ
２０と通信することができる。たとえば、ＩＳＩＤサーバ１００は、オプションで、学生
口座残高を取り出すためにレガシ学生ＩＤサーバ２０と通信することができる。コンテン
ツを完成した後に、ステップ５１２では、ＩＳＩＤサーバ１００が、モバイル・デバイス
１３０にコンテンツを供給する。
【００４６】
　図５Ｂに、ＩＰデータ（タグＩＤおよびリーダーＩＤ）が、ＬＡＮデータ・スイッチ・
ポート・ミラーリングまたは他の手段を介して分割され、その結果、ＩＰＡパケット内に
含まれるタグＩＤおよびリーダーＩＤデータが、ＩＳＩＤサーバ１００とレガシ学生ＩＤ
サーバ２０との両方に同時に移動するようになる、もう１つの類似するＩＰベースの一体
化方式を示す。したがって、図５Ｂでは、ステップ５２０で、ＮＦＣタグ７０がＮＦＣリ
ーダー６０にタグＩＤを供給する時に、ステップ５２２で、ＮＦＣリーダー６０が、並列
の形でＩＳＩＤサーバ１００とレガシ学生ＩＤサーバ２０との両方にＩＰデータ・パケッ
トとしてタグＩＤおよびリーダーＩＤを送信する。ＩＳＩＤサーバ１００は、プロミスキ
ャス・データ・スイッチ・ポートからスニッフィングされたＩＰデータ・パケットを介し
てタグＩＤおよびリーダーＩＤデータを受信する。
【００４７】
　やはり、図５Ａと同様に、タグＩＤおよびリーダーＩＤがＩＳＩＤサーバ１００によっ
て受信された後に、ステップ５２４では、ＩＳＩＤサーバ１００が、タグＩＤおよびリー
ダーＩＤに基づいてモバイル・デバイス１３０に供給されるコンテンツのパラメータを判
定する。さらに、タグＩＤおよびリーダーＩＤがレガシ学生ＩＤサーバ２０によって受信
された後に、ステップ５２６では、レガシ学生ＩＤサーバ２０が、学生が購入を行うこと
を可能にしまたはキャンパス・ドアを開くなど、レガシ・サービスを提供するためにタグ
ＩＤおよびリーダーＩＤを処理する。その後、ステップ５２８では、ＩＳＩＤサーバ１０
０が、オプションで、コンテンツに必要なすべてのデータを取り出すために、レガシ学生
ＩＤサーバ２０と通信することができ、ステップ５３０では、ＩＳＩＤサーバ１００が、
モバイル・デバイス１３０にコンテンツを供給する。やはり、この機構は、ＩＳＩＤサー
バ１００が、ＮＦＣリーダー６０とレガシ学生ＩＤサーバ２０との間のＩＰ通信プロトコ
ルを理解でき、解釈できることを必要とする可能性がある。
【００４８】
　図５Ｃに、ＩＳＩＤシステムのもう１つの一体化手法を示す。ここでは、既存のレガシ
・システムへのアプリケーション・プログラミング・インターフェース（ＡＰＩ）が、タ
グＩＤおよびリーダーＩＤデータ読取イベントをＩＳＩＤサーバ１００に公開するのに利
用される。したがって、図５Ｃでは、ステップ５４０で、ＮＦＣタグ７０がタグＩＤをＮ
ＦＣリーダー６０に供給する時に、ステップ５４２で、ＮＦＣリーダー６０が、レガシ学
生ＩＤサーバ２０に直接に、ＩＰデータ・パケットとしてタグＩＤおよびリーダーＩＤを
送信する。レガシ学生ＩＤサーバ２０でのタグＩＤおよびリーダーＩＤの受信時に、ステ
ップ５４４では、レガシ学生ＩＤサーバ２０が、学生が購入を行うことを可能にしまたは
キャンパス・ドアを開くなど、レガシ・サービスを提供するためにタグＩＤおよびリーダ
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ーＩＤを処理する。
【００４９】
　その後、ステップ５４６では、レガシ学生ＩＤサーバ２０が、タグＩＤおよびリーダー
ＩＤをＩＳＩＤサーバ１００に供給する。たとえば、ＩＳＩＤサーバ１００は、タグ・イ
ベントについてレガシ学生ＩＤサーバ２０を周期的にポーリングすることができ、あるい
は、リアルタイムでタグ・イベントが発生する時にそのタグ・イベントを非同期に受信す
ることができる。やはり、タグＩＤおよびリーダーＩＤがＩＳＩＤサーバ１００によって
受信された後に、ステップ５４８では、ＩＳＩＤサーバ１００が、タグＩＤおよびリーダ
ーＩＤに基づいてモバイル・デバイス１３０に供給されるコンテンツのパラメータを判定
する。その後、ステップ５５０では、ＩＳＩＤサーバ１００が、オプションで、コンテン
ツに必要なすべてのデータを取り出すために、レガシ学生ＩＤサーバ２０と通信すること
ができ、ステップ５５２では、ＩＳＩＤサーバ１００が、モバイル・デバイス１３０にコ
ンテンツを供給する。
【００５０】
　図６に、本発明の実施形態による、レガシ学生ＩＤシステム内で対話型学生ＩＤサーバ
を一体化するもう１つの例示的機構を示す。図６は、これによってリーダーのシリアル・
データの分割が利用されるもう１つの一体化方式を示すものである。この機構は、ほとん
どのキャンパス設備で、ＩＰベースのＮＦＣリーダー６０が、実際には２つの部分すなわ
ち、シリアル・クロック／データまたはＷｅｉｇａｎｄプロトコルを介してシリアル・ケ
ーブルを介して通信するＮＦＣリーダー要素６００と、ＬＡＮ　５０を介するレガシ学生
ＩＤサーバ２０への送信のためにシリアル・データをＩＰプロトコルに変換する、すなわ
ちこのシリアル・データを「ＩＰ化する」もう１つの要素（ＩＰアイザ（ＩＰ－Ｉｚｅｒ
）６１０）から形成されるという事実を活用する。
【００５１】
　この一体化機構では、ＮＦＣリーダー要素６００とＩＰアイザ６１０との間のシリアル
・データは、分割され、第２のＩＰアイザ６２０（その出力として既知のＩＰプロトコル
を有する）に並列に送信され、ＩＰアイザ６２０は、そのＩＰデータ（タグＩＤおよびリ
ーダーＩＤ）をＩＳＩＤサーバ１００に転送する。ＩＳＩＤサーバ１００用の別々のＩＰ
アイザ６２０を利用することによって、ＩＳＩＤサーバ１００は、未知または暗号化され
ている可能性があるレガシ学生ＩＤシステムへ／からのプライベート・プロトコルを復号
する必要が全くない。
【００５２】
　図７Ａに、本発明の実施形態による、もう１つの例示的な対話型学生ＩＤシステム１０
を示す。図７Ａでは、ＮＦＣリーダー７０が、モバイル・デバイス１３０内に組み込まれ
、ＮＦＣタグ６０が、ドア・コントローラまたはＰＯＳ端末などのキャンパス物品７００
上またはその付近に配置される。この実施形態では、モバイル・デバイス１３０内のＮＦ
Ｃリーダー７０は、ＮＦＣタグ６０のタグＩＤを取り出すためにキャンパス物品７００上
のＮＦＣタグ６０と通信する。その後、モバイル・デバイス１３０は、タグＩＤおよびリ
ーダーＩＤをＩＳＩＤサーバ１００に通信し、ＩＳＩＤサーバ１００は、このデータを、
ＡＰＩを介してまたはリーダーＩＰプロトコルをエミュレートすることによってのいずれ
かでレガシ学生ＩＤサーバ２０に渡す。レガシ学生ＩＤサーバ２０は、ドアを開くことま
たは購入などのレガシ・サービスを提供するために、タグＩＤインデックスおよびリーダ
ーＩＤインデックスを用いてそのシステム３０および／または４０に相談する。ＰＯＳシ
ステムについて、端末は、タグＩＤの一部またはタグＩＤに追加されるデータとしてのい
ずれかで、ＮＦＣリーダー７０に販売額（学生によって購入される商品／サービスのコス
ト）を供給することもできる。
【００５３】
　ＩＳＩＤサーバ１００は、前と同様に、モバイル・デバイス１３０に供給されるコンテ
ンツを判定するためにタグＩＤおよびリーダーＩＤ（およびＮＦＣリーダー７０によって
供給される他の情報）を利用し、そのコンテンツを無線アクセス・ネットワーク１２０を
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る。モバイル・デバイス１３０内にＮＦＣリーダー７０を含めることによって、そのよう
な次世代モバイル・デバイス１３０は、内部ＮＦＣリーダー７０のトリガするアクション
によって自動的にアウェイクされ、必ずしもタイムリーな非同期イベント配送のためにサ
ービス・プロバイダ・ネットワークに頼る必要がない。言い替えると、ＮＦＣ通信が次世
代モバイル・デバイス１３０を使用して行われる時には、モバイル・デバイス１３０は、
ネットワークが情報をプッシュすることを必要とする現世代モバイル・デバイスとは異な
って、ネットワークから情報をプルする。
【００５４】
　図７Ｂに、本発明の実施形態による、対話型学生ＩＤシステムの例示的動作を示す。図
７Ｂでは、ＮＦＣリーダー７０が、学生のモバイル・デバイス１３０に一体化され、ＮＦ
Ｃタグ６０が、ＬＡＮを介してレガシ学生ＩＤサーバ２０に結合されたキャンパス・ドア
・コントローラ７００に結合される。
【００５５】
　したがって、図７Ｂでは、ステップ７１０で、ドア・コントローラ７００上のＮＦＣタ
グ６０がモバイル・デバイス１３０上のＮＦＣリーダー７０にタグＩＤを供給する時に、
ステップ７２０で、モバイル・デバイス１３０が、無線アクセス・ネットワークを介して
ＩＳＩＤサーバ１００にタグＩＤおよびリーダーＩＤを送信する。ステップ７３０では、
ＩＳＩＤサーバ１００が、レガシ学生ＩＤサーバ２０にタグ／リーダーＩＤを送信する。
タグＩＤおよびリーダーＩＤがＩＳＩＤサーバ１００によって受信された後に、ステップ
７４０では、ＩＳＩＤサーバ１００が、タグＩＤおよびリーダーＩＤに基づいてモバイル
・デバイス１３０に供給されるコンテンツのパラメータを判定する。
【００５６】
　さらに、タグＩＤおよびリーダーＩＤがレガシ学生ＩＤサーバ２０によって受信された
後に、ステップ７５０では、レガシ学生ＩＤサーバ２０が、ドア・コントローラ７００に
よって制御されるドアを開かなければならないかどうかを判定するために、タグＩＤおよ
びリーダーＩＤを処理する。そうである場合には、ステップ７６０で、レガシ学生ＩＤサ
ーバ２０が、ドアを開くようにドア・コントローラ７００に指令する。
【００５７】
　ステップ７７０では、ＩＳＩＤサーバ１００が、コンテンツに必要なすべてのデータを
取り出すためにレガシ学生ＩＤサーバ２０と通信することができる。たとえば、ＩＳＩＤ
サーバ１００は、ドア・アクセスが許可されたかどうかを判定し、ドアが開かれたかどう
かに基づいてコンテンツを定式化するために、レガシ学生ＩＤサーバ２０と通信すること
ができる。コンテンツを完成した後に、ステップ７８０では、ＩＳＩＤサーバ１００が、
そのコンテンツをモバイル・デバイス１３０に供給する。
【００５８】
　本発明の実施形態を、学生ＩＤシステムに適用可能であるものとして説明したが、本発
明が、レガシ・アクセス制御、購入、および／または他のＩＤ関連サービスのためにＩＤ
カードを使用する病院および会社など、多数の他のタイプのキャンパスにも適用可能であ
ることを理解されたい。
【００５９】
　当業者によって認識されるように、本願で説明される発明的概念を、広範囲の応用にま
たがって修正し、変更することができる。したがって、特許主題の範囲は、議論された特
定の例示的教示のいずれにも限定されてはならず、その代わりに次の特許請求の範囲によ
って定義される。
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